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1. 2020年3月期第2四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 7,188 △5.0 10 ― △32 ― △44 ―

2019年3月期第2四半期 7,571 7.3 △31 ― △66 ― △83 ―

（注）包括利益 2020年3月期第2四半期　　△120百万円 （―％） 2019年3月期第2四半期　　△199百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第2四半期 △44.75 ―

2019年3月期第2四半期 △83.13 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期第2四半期 8,028 1,791 22.1 1,783.10

2019年3月期 8,324 1,897 22.8 1,888.93

（参考）自己資本 2020年3月期第2四半期 1,776百万円 2019年3月期 1,896百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2020年3月期 ― 0.00

2020年3月期（予想） ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※2020年３月期期末配当予想については、未定です。

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 △0.3 60 ― 6 ― △25 ― △24.88

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期2Q 1,017,179 株 2019年3月期 1,017,179 株

② 期末自己株式数 2020年3月期2Q 12,592 株 2019年3月期 12,392 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期2Q 1,004,683 株 2019年3月期2Q 1,004,810 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境や企業収益の改善により緩やかな回復基調にあるもの

の、米中間の通商問題を巡る緊張の増大が世界経済に与える影響や消費税増税に伴う個人消費への影響が懸念される

など、先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、前向きな投資戦略、新規事業への挑戦、国内外の体制を再整備し、合理化

の実行による業績向上をめざしてまいりました。

　その結果、国内の売上は、堅調に推移しましたが、海外子会社の売上が減少したことにより、売上高は、71億88百

万円（前年同四半期75億71百万円）と減収となりました。利益面では、営業利益10百万円（前年同四半期損失31百万

円）、経常損失32百万円（前年同四半期損失66百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失44百万円（前年同四半

期純損失83百万円）となりました。

　セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、文中の各セグメントの売上高は、セグメント間の内部

売上高を含んでおりません。

(合成樹脂成形関連事業)

　国内の売上が、堅調に推移したことにより、売上高は、61億57百万円（前年同四半期61億47百万円）と増収になり

ました。利益面では、営業損失25百万円（前年同四半期損失60百万円）になりました。

(物流機器関連事業)

競合他社との価格競争が続く中、受注拡大に努め積極的な営業活動を展開してまいりましたが、売上高は、10億30百

万円（前年同四半期14億24百万円）と減収になりました。利益面では、営業利益36百万円（前年同四半期利益29百万

円）の増益になりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産の状況)

　資産合計は80億28百万円となり、前連結会計年度末と比べ２億96百万円減少しました。これは主に、現金及び預金

が２億42百万円減少したことによるものです。

(負債の状況)

　負債合計は62億36百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億89百万円減少しました。これは主に、長期借入金が

２億20百万円減少したことによるものです。

(純資産の状況)

　純資産合計は17億91百万円となり前連結会計年度末と比べ１億６百万円減少しました。これは主に、利益剰余金の

減少44百万円、為替換算調整勘定の減少45百万円によるものです。

(キャッシュ・フローの状況)

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の四半期末残高は、前連結会計年度末から２億40百万円

減少し、12億64百万円となりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローについては、得られた資金は、１億70百万円（前年同四半期に営業活動の結果

支出した資金は、８億14百万円）となりました。これは主に、仕入債務の増加１億21百万円によるものです。

　投資活動によるキャッシュ・フローについては、支出した資金は、１億54百万円（前年同四半期に投資活動の結果

得られた資金は、22百万円）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出１億75百万円によるもので

す。

　財務活動によるキャッシュ・フローについては、支出した資金は、２億40百万円（前年同四半期に財務活動の結果

得られた資金は、７億49百万円）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出４億15百万円、長期借入

れによる収入１億50百万円よるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　本日公表の「第２四半期累計期間の連結業績予想値の修正に関するお知らせ」において、2020年３月期第２四半期

連結累計期間の業績予想値の修正を開示しております。また、通期の連結業績予想につきましては、2019年５月13日

に公表しました連結予想から修正は行っておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,506,735 1,264,560

受取手形及び売掛金 2,398,758 2,441,218

電子記録債権 577,437 516,207

商品及び製品 589,395 590,786

仕掛品 162,048 137,151

原材料及び貯蔵品 330,572 300,395

その他 128,329 143,437

流動資産合計 5,693,277 5,393,756

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 344,476 318,400

機械装置及び運搬具（純額） 507,787 534,146

土地 1,282,846 1,282,846

リース資産（純額） 107,183 93,473

建設仮勘定 6,547 18,879

その他（純額） 68,285 84,441

有形固定資産合計 2,317,126 2,332,186

無形固定資産

のれん 73,610 55,208

その他 29,805 31,594

無形固定資産合計 103,416 86,802

投資その他の資産

投資有価証券 47,423 45,762

その他 166,140 172,451

貸倒引当金 △2,830 △2,830

投資その他の資産合計 210,733 215,383

固定資産合計 2,631,277 2,634,372

資産合計 8,324,554 8,028,129

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,935,885 2,036,308

電子記録債務 326,171 287,713

短期借入金 1,576,536 1,610,805

未払法人税等 29,491 22,535

賞与引当金 26,858 26,990

その他 436,681 371,254

流動負債合計 4,331,624 4,355,607

固定負債

長期借入金 1,750,821 1,530,808

退職給付に係る負債 173,441 193,498

その他 170,698 156,939

固定負債合計 2,094,961 1,881,246

負債合計 6,426,585 6,236,854
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 927,623 927,623

資本剰余金 763,504 763,504

利益剰余金 180,648 135,687

自己株式 △23,029 △23,159

株主資本合計 1,848,747 1,803,656

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △915 △3,569

繰延ヘッジ損益 △105 △1,058

為替換算調整勘定 39,930 △5,899

退職給付に係る調整累計額 9,293 △16,934

その他の包括利益累計額合計 48,201 △27,461

非支配株主持分 1,019 15,079

純資産合計 1,897,969 1,791,274

負債純資産合計 8,324,554 8,028,129
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 7,571,793 7,188,352

売上原価 6,644,054 6,309,527

売上総利益 927,738 878,824

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 197,206 149,997

給料及び賞与 301,548 294,264

退職給付費用 31,300 21,139

その他 429,112 402,842

販売費及び一般管理費合計 959,167 868,244

営業利益又は営業損失（△） △31,428 10,580

営業外収益

受取利息 3,708 3,694

受取配当金 193 244

受取手数料 2,734 3,449

受取賃貸料 30 20

その他 4,047 4,160

営業外収益合計 10,713 11,569

営業外費用

支払利息 26,931 29,490

為替差損 13,859 20,052

その他 4,548 4,671

営業外費用合計 45,339 54,214

経常損失（△） △66,054 △32,065

特別利益

固定資産売却益 534 6,073

特別利益合計 534 6,073

特別損失

固定資産売却損 - 635

固定資産処分損 51 529

特別損失合計 51 1,164

税金等調整前四半期純損失（△） △65,571 △27,156

法人税等 17,857 18,063

四半期純損失（△） △83,428 △45,219

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

101 △259

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △83,529 △44,960
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純損失（△） △83,428 △45,219

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △203 △2,653

繰延ヘッジ損益 2,437 △953

為替換算調整勘定 △113,999 △45,852

退職給付に係る調整額 △3,865 △26,227

その他の包括利益合計 △115,630 △75,686

四半期包括利益 △199,059 △120,906

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △199,065 △120,624

非支配株主に係る四半期包括利益 6 △281
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △65,571 △27,156

減価償却費 140,837 128,805

のれん償却額 18,402 18,402

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 17,462 △5,476

賞与引当金の増減額（△は減少） 589 131

受取利息及び受取配当金 △3,902 △3,939

支払利息 26,931 29,490

為替差損益（△は益） △3,736 △5,395

固定資産処分損益（△は益） 51 1,164

固定資産売却損益（△は益） △534 △6,073

売上債権の増減額（△は増加） △569,100 △16,194

たな卸資産の増減額（△は増加） △143,737 36,952

仕入債務の増減額（△は減少） △247,708 121,884

未払消費税等の増減額（△は減少） 7,966 △4,240

その他 51,929 △40,137

小計 △770,119 228,218

利息及び配当金の受取額 3,902 3,939

利息の支払額 △31,971 △31,486

法人税等の支払額 △16,280 △30,638

営業活動によるキャッシュ・フロー △814,468 170,034

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 68,513 2,100

投資有価証券の取得による支出 △549 △591

有形固定資産の取得による支出 △56,197 △175,363

有形固定資産の売却による収入 534 10,955

無形固定資産の取得による支出 △2,706 △7,324

貸付金の回収による収入 3,672 3,672

その他 9,409 11,980

投資活動によるキャッシュ・フロー 22,676 △154,572

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 977,115 91,191

長期借入金の返済による支出 △329,394 △415,662

長期借入れによる収入 121,050 150,000

自己株式の取得による支出 - △130

リース債務の返済による支出 △19,466 △66,206

非支配株主への配当金の支払額 △152 -

財務活動によるキャッシュ・フロー 749,152 △240,808

現金及び現金同等物に係る換算差額 △23,983 △14,728

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △66,623 △240,075

現金及び現金同等物の期首残高 1,538,362 1,504,285

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,471,739 1,264,210
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 6,147,039 1,424,753 7,571,793 ─ 7,571,793

セグメント間の内部売上高
又は振替高

67,561 193 67,754 △67,754 ─

計 6,214,600 1,424,947 7,639,547 △67,754 7,571,793

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

△60,743 29,314 △31,428 ─ △31,428

(注) セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 6,157,845 1,030,507 7,188,352 ─ 7,188,352

セグメント間の内部売上高
又は振替高

52,178 894 53,073 △53,073 ─

計 6,210,023 1,031,401 7,241,425 △53,073 7,188,352

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

△25,807 36,387 10,580 ─ 10,580

(注) セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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